
理事長・学長記者会見

日時：令和７年（２０２５年）４月１８日（金）午後１時３０分～
場所：熊本県立大学 ＣＰＤホール

１ 黒田 理事長 挨拶

２ 堤 学長 挨拶

３ 発表項目

（１）グローバル教育の取組

（２）教育DXの取組

（３）「熊本ウォーターポジティブ・アクション」の始動

４ 質疑応答



グローバル教育の取組
開南大學(台湾）との学生交流協定の締結について

１．経緯
開南大學と本学は、平成23年度（2011年度）に学術交流協定を締結。当初は日本語教育の実習

先として交流を開始し、近年は同大学主催の夏期研修（中国語/英語、台湾文化）に本学から毎年
数人が参加。
令和5年（2023年）10月、同大学の学長が本学を訪問された際「TSMCに関連して、熊本と台湾

の交流を深めていきたい。将来的に交換留学を希望する」旨の発言があり検討を開始し、本学教員
による現地視察や意見交換を実施。受入環境整備についても、日本語授業の充実等を進めていく
方向で学内調整を行い、この度の学生交流協定の締結となった。

熊本県立大学と開南大學は、学生の交換留学プログラムの推進を目的に、令和７年３月３１日に学生交流協
定を締結しました。

２．大学概要
(1) 大学名：開南大學（Kainan University）
(2) 所在地：台湾桃園市
(3) 設 置：2000年(前身の開南商工高等学校は1917年創設)
(4) 学生数：4,700人
(5) 学部構成：商学部、人文社会学部、法学部、情報学部、観光運輸学部

健康保健管理学部

３．今後の交流計画
相互に2人以内の学生を授業料不徴収で受け入れ、単位互換の対象とする。
なお、本学は、2025年9月からの派遣に向けて留学希望者の募集を開始。



（参考） 本学の国際交流の推進状況
３ 海外留学・研修等学生数（Ｒ6年度）

２ 外国人留学生数（R7.4現在）

本学の海外留学・研修等学生数は14か国123名
アジアが8割・北米が1割。国別では、タイ、台湾、韓国が多い。

国地域別派遣学生数の状況本学では、韓国・インドネシアの留学生が多い。また、大学院生が
５割、交換留学生（特別聴講学生）が３割となっており、男女比
では、ほぼ半々の状況。

１ 協定校の状況（R7.４現在）

国別・区分別外国人留学生の状況

7か国15校と交流協定を締結

出身地域 学部生
大学
院生

研究生
科目等
履修生

特別聴
講学生

計

米国 2 2
韓国 2 3 5
中国 2 2
ｶﾞｰﾅ 2 2

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 4 4
計 2 8 0 0 5 15

祥明（交換） 祥明（短期） MSUB（交換） MSUB（ESL） 計①

2 8 3 ― 13

デラサール
（オンライン）

開南大学
（短期）

カセサート
（サマープログラム）

カセサート
（短期）

ブラウィジャヤ
大学

計②

5 4 3 12 3 47

SAF 中原大学 カンボジア 韓国海洋大学

― 17 2 1

国トビタテ 県トビタテ
JICA派遣
Bパターン

その他 計③

1 1 3 58 63

①協定校派遣学生
（学生交流）

123②協定校等派遣学生
（学術交流等）

③協定校以外

地域 国 学生数
アジア 韓国 23
102 フィリピン 13

台湾 27
タイ 32
インドネシア 3
カンボジア 3
バングラデシュ 1

北米 アメリカ 4
14 カナダ 10

オセアニア ニュージーランド 1
3 オーストラリア 2

ヨーロッパ アイルランド 2
3 イギリス 1

アフリカ
１

ウガンダ 1

計 123

コロナ以後
順調に増加



（１）グローバル教育の取組
もやいすとグローバル育成プログラムや英語学習用e-learningシステムの充実

主な取組

◆令和7年度から、もやいすとグローバル育成プログラム※の3年次開講科目
「グローバル実践活動」において、
熊本県と連携した課題解決型研修（於：シンガポール）や
海外の企業等におけるインターンシップ（於：マレーシア、ベトナム、
オーストラリア）を行います。

◆令和7年度から、新しい英語学習用e-learningシステムを導入します（全学部の1,2年生対象）。
総合的な英語力をバランスよく強化しながら、苦手分野を克服することで自信をつけていきます。
令和5年度から実施しているTOEIC®IP（団体特別試験）の2年生全員受験に向け、
TOEIC®のスコアアップも目指すことができます。

シンガポール

※グローバルな視点を持ち、地域課題に柔軟に
対応できる人材の育成を目指すプログラム。
2年次では英語で地域や世界を学び、3年次で
は英語をツールとして海外でインターンシップなどの
実践活動を行います。



（１）グローバル教育の取組
令和8年度、グローバル・スタディーズ学科スタート! 

主な取組

◆文学部英語英米文学科は
グローバル・スタディーズ学科として
新たにスタートします（届出準備中）。

◆新学科では、高度な英語運用能力と
Global Competence※を
身に付けた人材の育成を目指します。
※グローバル社会において、多様な価値観や文化の中で他者と協働し、
より良い社会の実現に貢献する力

◆デラサール大学（フィリピン）のオンライン留学や
「もやいすとグローバル育成プログラム」における海外
インターンシップ、学内での国際交流などを通し、
英語を使う実践の場を用意

◆令和7年度から新たに英語のネイティブスピーカー
１名着任（専門：文化人類学）。



熊本県立大学ではＤＸグランドデザインに基づく大学ＤＸに
取り組んでいます。今回、教育ＤＸ推進の一環として、学生の
学修状況を可視化し、教育の質向上に貢献する「学修状況
ダッシュボード」を大学独自に開発しました。

①成績情報 ②ＧＰＡ ③ＰＲＯＧテスト

※PROG（Progress Report On Generic skills）テスト
社会で求められる汎用的な能力・態度・志向=ジェネリックスキルを測定

※GPA（Grade Point Average）
各科目の成績から特定の方式によって算出された学生の成績評価値

教育ＤＸ推進体制図

（２）教育DXの取組
学修状況ダッシュボードの独自開発について



Grand Design of PUK’s  
Digital Transformation  

本学の理念や目的を実現するため、「地域に生き、
世界に伸びる」をスローガンに、本学では様々な
特色ある取組を展開してきた。
2020年より猛威を振るった新型コロナウイルス感
染症 (COVID-19) に対し、人類は社会の枠組みをド
ラスティックに変容させ、順応できることを示し
た。本学も例外ではない。それに不可欠であった
のはデジタルという領域による変革である。仮に
感染症収束により人々の暮らしが元に戻ろうとも、
多様な活動をスピーディ・効果的・効率的に行う
ためにデジタルの力を活用する流れは、もはや元
に戻ることはない。本学もデジタルに調和し、理
念に基づく教育研究活動を新たな水準に昇華する
必然性と対峙している。

新たな領域への調和

情報に息吹を

すべての情報にはライフサイクルがあり、我々は
その見直しを迫られている。デジタルでないペー
パー上に作られ書庫に眠り続ける情報、システム
化されつつも狭い利用範囲にとどまる情報。そう
した情報が人々の活動に寄り添い、さらに情報同
士が連携し始め、新たな価値を生み出すとすれば
大変意義があるのではないか。
DX (Digital Transformation) とは、単に情報をデジ
タル化したり、システムを導入したりすることに
とどまらない。本学が推進するDXにおいては、情
報のライフサイクルにおける「5つのA」の改善に
取り組み、情報価値の向上を図る。

- Availability
- Accumulation
- Alignment
- Analysis
- Application

なお、DXの中心となる概念としてデータウェアハ
ウス (DWH : Data Warehouse) を活用する。様々な
情報の蓄積の場となり分析・活用の中心となる。

人々の活動に実りを
デジタル化の純粋な効果として、非効率が排除さ
れ、本来取り組むべき教育研究活動に注力できる
ようになる。
情報の役割は、活動を豊かにすることにある。本
学が推進するDXではその原点を見据え、向上した
情報価値により、教育研究活動に実りをもたらす
ことを目的とする。
従来バラバラに存在した各システムデータがDWH
を中心に他システムと連携し、ある属性に分類さ
れる学生の成績の傾向を分析し支援に活用すると
いった、高次の情報利用を目指す。

どこでもつながる無線環境。 
遠隔授業の実施、PC必携化、対
面授業でのLMS活用等、無線ネッ
トワークの利用頻度が増加する。
学生ロビー等の共用エリア、各
教室・研究室にまでアクセスポ
イントを拡充する。さらに、
ローカル5Gといった次世代ネッ
トワークの構築も視野に。
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教室をスタジオに。 
遠隔授業または遠隔・対面のハ
イブリット型の授業を円滑に行
うための設備を37教室に導入。
手軽に高品位な授業動画の作成
を可能とする。併せて、ハイフ
レックス型授業の導入のハード
ルを下げる。

遠隔授業または遠隔・対面のハ
イブリット型の授業を円滑に行
うための設備を37教室に導入。
手軽に高品位な授業動画の作成
を可能とする。併せて、ハイフ
レックス型授業の導入のハード
ルを下げる。

教室をスタジオに。 
遠隔授業または遠隔・対面のハ
イブリット型の授業を円滑に行
うための設備を37教室に導入。
手軽に高品位な授業動画の作成
を可能とする。併せて、ハイフ
レックス型授業の導入のハード
ルを下げる。

蓄積型のポータルサイトへ。 

蓄積型のコンテンツに乏しく、
自由な情報共有が難しい現・教
職員ポータル。クラウド型の
ポータルへ移行する。学外から
も利用でき、誰でも情報発信し
やすいサイトへ再整備。
（学生ポータル運用開始済）

教育研究・事務それぞれにやさしいネットワークへ。 

制限なき教育研究環境と機微な情報を守り抜く事務環境。それぞれに最適なネッ
トワーク環境へ分離する。教育研究用ネットワークは機器接続申請の自動化・オ
ンライン化を実施。さらに、サーバレスコンピューティングによる運用負荷の低
減、バーチャルキャンパスに欠かせないゼロトラストネットワーク、IPv6への移
行についても検討を開始する。
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映像設備を現代的なものに更新。
情報伝達における質の向上を図
る。
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PC必携化に伴い、教室の電源環
境を整備。一日を通してパソコ
ンを利用した活動を可能に。
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ＤＸの全体概念図 Concept of our DX 

システム  System 

事務系システム 
現在個々に動作する事務系シス
テムは、マルチブラウザかつ統
合認証に対応するよう順次更改。
業務に支障ない範囲で統合シス
テムの導入を目指す。また、電
子申請の仕組みを整備し、書面
申請が必要な業務を低減する。

学生全員が一定水準の環境を備
えたPCを利用できるよう支援。
Teams・LMSを活用した遠隔授業
をスムーズにすると共に対面授
業における手法の幅を広げる。
学生にはあっ旋販売、参考機種
情報の提供を実施。経済的事情
のある学生にPCを⾧期貸出。

学生のＰＣ環境整備を支援。 

教務系システム 
履修成績管理に留まらず、修学
支援や進路指導に至るまで包括
的に学生生活を支援できるシス
テムへ。DWHに対し重要な基幹
データを提供。システム間の連
携や情報の入手性（権限）を見
直し、教職員の負担軽減を図る。

オンライン出願システム 
出願者・入試事務担当者双方の負担軽減の
ため出願をオンラインシステム化。

大学公式ホームページ 
情報を分かりやすく整理し、デザインに優れた
ページにリニューアル。スマートデバイスでの表
示にも対応。AIによる問合せ応答の実装も検討。

学修管理システム (LMS) 
 LMS を導入し「学修者本位の教

育」のため在学期間の学修成果
を蓄積。対面・遠隔問わず、全
授業の資料配布・課題管理・連
絡をLMSで統一的かつ高品位に実
施。明確な利用ルールを整備し、
もう学生も教員も迷わせない。

政府によるクラウド・バイ・デフォルト
の考え方に基づき、今後調達するシス
テムはクラウド利用を推進する

Cloud First

設備・情報基盤 On-Campus Platform 

研究データ管理システム  
研究データ管理システムの利用により、学外と
の研究プロジェクトなどでのスムーズな情報連
携を実現。証跡の管理も実施。

情報分析・可視化を実施。 

各システムからデータウェアハウスに蓄積
され、一元的になった各種データ。これら
をBIツールにより可視化する。さらに、専
門家が学生の様々な行動特性等をビッグ
データ解析し、成功事例や支援が必要な傾
向の抽出に活かす。

分析結果を活用し、高次の情報利用へ。 
データ分析により、学生支援や大学運営にも新たな視点を。

オンデマンド授業の受講時刻と
保健センター利用学生の関係

卒業生の学生情報と進路の関係
(モデルケースを作成)

労働時間と成果評価の関係

ヘルスケアや遠隔授業の
ルール整備に活用

働き方改革に活用

進路指導や履修指導に活用
(ミスマッチ防止→地域企業に＋)

etc…

データウェアハウスを中心に、情報の価値向上・ライフサイクルの高度化
を支えるプラットフォームを整備。新時代の「知の共有」「学びの姿勢の
可視化」「多様化する学びへの対応」を実現。またバーチャルキャンパス
を推進し、地域住民や学外の研究者ともシームレスな協働を実現。

あらゆる情報を蓄積。 
各システムから情報を吸い上げ蓄積
するデータウェアハウス。DXの中枢。

連携 

2024.9.1 Ver.2.2

クラウド化推進で環境負荷も低減 

「教育研究オープンデータ」の提供 



「熊本ウォーターポジティブ・アクション」始動を宣言した６団体の代表ら

◆緑の流域治水研究室を設置【R3.4月】（R7.4月～共創の流域治水研究室）
JST「共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）」地域共創分野（本格型）
に採択【R3.10月】

◆雨庭の研究及び整備の推進（雨庭パートナーシップの立ち上げなど）

◆熊本地域での雨庭などのグリーンインフラ導入による水循環保全を推進
⇒「熊本ウォーターポジティブ・アクション」の始動【R7.3月】

（３）「熊本ウォーターポジティブ・アクション」の始動
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